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Summary

Peter Drucker believed that, because overcoming “modern” concept was always the 
subject of management, the practice of management must aim to create and maintain 
healthy organization and industrial society in which people can find meaningful 
existence. Especially because corporation deals with human beings and social 
responsibility, Drucker believed that management must also be able to address not 
just questions of efficiency and profitability but also larger, more philosophical 
questions of morality, spirituality, perception, and dignity. Here we investigate that 
Drucker’s socio-centered and post-modern world view derived from in part from his 
formative background in Europe.

ポストモダンとマネジメント

井坂　現在ドラッカーは学問やマネジメントの領域のみでなく，ジャーナリズ
ムや文芸の世界でも広く注目を集める存在である．しばしば「20世紀に身を置
きながら21世紀を支配する思想家」とも評されるように，その思想的展開が
21世紀における未完の可能性を示しており，それに刺激される人々が後を絶
たない．そのように彼が未来に対して示した選択肢は，今なお未完の知的体系
として，ある意味で予言的な将来の先取りとして捉えられ，先見性として高く
評価される傾向がある．

現在にあってグローバル化やIT化についての彼の晩年の発言がすでに一つ
の現実と化していることからも，今こそドラッカーに学ぶべきとの議論を目に
することが多くなっている．だが，むろんドラッカーから学ぶとはその思想的
来歴を重視するアプローチをとる場合，決して簡単なことではない．現代社会

し社内や仕入れ先の支援もあって，構想から半年で「きなこ家」はオープンに
こぎつけた．オープンして2か月，寛子の狙いは当たり若い世代が多く訪れ，
店内は賑わいを見せている．メディアからの問い合わせも増え，順調な滑り出
しだ．しかし「きなこ家」は一飲食店としての成功を目指しているわけではな
い．
「伝統食であるきな粉を新しい形で復活させる．」
そして「きな粉がない海外にもきな粉を伝える．」
それは途方もなく長い道にも思える．だがその先にあるものには，それだけ

の価値があると信じている．寛子のチャレンジは，今始まったばかりなのであ
る．
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